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リバーシビックマネージャー（ＲＣＭ）：住民のボランティア活動の一環として、河川管理の支援をしていただくことを目的に創設された制度です 
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RCM 事務局より

日本気象協会の桜の開花予想が発表されました。横浜は平年並みの３月２４日、東京は平年より早い３月２２日の開花予想となっていま

す。桜の話題が出るようになると、春の近付きを感じます。                          RCM 事務局 松本

一部内容を省略させていただいています。 
ご了承ください。 

※頂いた情報は個別に対応・所内情報共有させていただいています。 

鶴見川上流分科会 大泉様 
鶴見川水管橋橋台撤去工事について、橋台はニューマチックケーソンと思われますが今回の場合はどこまでが撤去範囲

なのか教えてほしい。(支持層までの掘削はしていないと思われますが）。 
【水管橋のケーソン（橋台）は現在実施中の工事で、全て撤去いたします。】 

皆様からのご報告お待ちし

ています！ 

「2018 年度多摩川子どもシンポジウム in 世田谷  
～多摩川じまん大会～」 

平成 3１年 2 月 1７日(日)10 時から二子玉川夢キャンパス
において、せたがや水辺の楽校の子どもたちの発表会「2018
年度多摩川子どもシンポジウム in 世田谷 ～多摩川じまん
大会～」が開催されました。世田谷区立二子玉川小学校（4
年生）、世田谷区立瀬田小学校（３年生）、みんなのみなみ池
の会他の発表の他、発表しない学校の展示も多数ありまし
た。小学生の発表では、多摩川の鳥、魚、環境（水質）、外来
種、遊びなど様々な分野の発表が有り、クイズ形式で面白い
発表となっていました。 

「平成 30 年度多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎」
平成 3１年２月１７日（日）13 時からエポック中原大会

議室において、川崎の水辺の楽校をはじめとする発表
会「平成 30 年度多摩川水辺の楽校シンポジウム川崎」
が開催されました。およそ 100 名の参加者のもと、大田
区うのき水辺の楽校、世田谷区喜多見児童館、かわさ
き水辺の楽校、東洋大学国債観光学部藤稿ゼミ 2 年生
（学まち参加校）、中原区宮内中学校、海辺つくり研究
会、だいし水辺の楽校、水たまキッズ（市内小学校５年
生）からのパワーポイントを駆使した発表がありました。
途中、休憩がてら、ワークショップ「多摩川の野草茶を楽
しもう！」があり、ハマダイコン・クコ・ヨモギ・ハコベの４
種類を参加者でいただきました。 
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